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特集 : イ チ ゴ炭 そ 病 ( 4 )
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は じ め に

現在， 我が国で発生す る イ チ ゴ炭 そ病 に は， 2 種の菌が
関与す る こ と が知 ら れて い る 。

そ の一つ， Glomerella cingulata ( 岡 山 ( 1988) に よ っ
て 完 全 時 代 が 発 見 さ れ る ま で は Colletotrichum

斤'aga村山 と さ れて い た ) は， 1969 年徳島県で初 め て 発生

が確認 さ れた (山本 ・ 福西， 1970 ; 山本， 1971) 。 当初そ

の被害 は比較的軽微で， あ ま り 重要 な病害で は な か っ た

が， 1980 年代半 ば ご ろ か ら 品種 「 と よ の か」 や 「女峰」

の普及 と と も に全国的 に 被害が増大 し ， 最重要病害 と な

っ た 。 そ の た め ， 各地で本病の発生生態や 防除対策 に つ
い て 試験研究が取 り 組 ま れ， こ れ ま で多 く の成果が得 ら
れ て い る ( 池 田 ， 1987 ; 岡 山 ， 1988 ; 築 尾 ・ 小 林 ，
1991 ; 石川 ， 1991 ; OKAYAMA， 1993 ; 岡 山， 1994) 。

と こ ろ が こ う し た 中， 1991 年夏季， 長崎県 内 の数産地

で育苗中の 「 と よ の かJ に ， 炭 そ 病 に酷似す る が激 し い

葉 枯 症 状 を 起 こ す 病 害 が 多 発 し た ( 松 尾 ・ 太 田 ，
1992) 。 本病原菌 は， 築尾 ら (1992) に よ り 欧米の イ チ ゴ
で発生 し て い る C. acutatum (SIMMONDS， 1965) と 同定 さ
れ， 病名 は 日 本有用植物病名 目 録追録 (15) (1994) で
「炭 そ 病」 と な っ た 。 す な わ ち ， イ チ ゴ炭 そ 病の病原菌 と
し て C . acutatum が新た に 追加 さ れ， 本病 に は 2 種の菌

が関与す る こ と と な っ た 。

こ の新た な C. acutatum に よ る 炭 そ 病 は ， こ れ ま で長
崎県以外 に 岩手 (河野 ・ 木曾， 1990) ， 栃木 (石川 ら ，

1992) ， 静 岡 (秋田， 1992) 及 び佐賀 県 (築尾 ・ 小林，
1992) で も 発生が確認 さ れて お り ， 今後他地域への発生

拡大が懸念 さ れ る 。 そ こ で， 本稿で は C. acutatum に よ

る 炭 そ 病 (以下， 本病 と 記す) の発生生態 と 防除 に つ い

て， 従来の G. cingulata に よ る 炭 そ 病 (以下， 従来の炭 ・

そ病 と 記す) と 比較 し な が ら ， こ れ ま で得 ら れた知見 を

紹介 し， 参考 に供 し た い。

I 発生様相 と 被害

1 病徴

本病 は葉， 葉柄及 び ラ ン ナ ー に 発生 し， 従来の炭そ病
に比べ葉枯症状が激 し い こ と と ， 多湿条件下で各病斑上
に鮭肉色の胞子堆 を き わ め て 容易 に ， 多量に形成す る こ
と が特徴であ る 。

Epidemiology and Control of Strawberry Anthracnose 
Caused by Colletotrichum acutatum. By Kazutoshi MATSUO 

葉では， 従来の 炭 そ 病 の よ う な 汚斑状の斑点 は形成せ
ず， は じ め新葉の 主 と し て 葉縁 に 黒 い 不整形の病斑 を形
成す る 。 そ の 後， 成葉 に な っ て も 病斑 は あ ま り 拡大 せ
ず， 他の健全部 に も 新た な病斑 は ほ と ん ど形成 し な い。
ま た ， 病斑の色 は し だ い に 黒褐色 に な り ， 縮れて 破れや

す く な る 。 多湿条件下で は， 比較的新 し い病斑 は 灰色 を
帯び， 鮭肉色の胞子堆 を き わ め て容易 に 形成す る 。

葉柄で は， 従来の炭 そ 病 と 同様 に 長 さ 3�5 mm， 紡錘

形~だ円形の黒褐色~黒色の く ぼん だ病斑 を形成す る 。

こ の病斑 は葉柄 を 大 き く 取 り 巻 く よ う に は あ ま り 伸展せ
ず， 乾腐状で古 く な る と そ の部分か ら 外側 に 曲 が り ， 風

や作業中軽 く 触れた だ け で折れや す い。 ま た ， 多湿条件

下では， 病斑部 に鮭肉色の胞子堆 を 容易 に 形成す る 。
ラ ン ナ ー では， 葉柄 と 同様 な 5�10 mm の病斑 を形成

し， ラ ン ナ ー を取 り 巻 く よ う に拡大す る と そ の先 は黒変

枯死す る 。 多湿条件下 で は ， 病斑部 に鮭肉色の胞子堆 を

容易 に形成す る 。
根に は異常 は認め ら れず， ま た ， 葉や葉柄 に 病斑が多

数形成 さ れて も ク ラ ウ ン部 は健全で， 従来の 炭 そ 病の よ
う な 急激 な 萎 ち ょ う 症状 は 認 め ら れな い。 し か し ， 発病

期聞が長 く な る と ， 新薬 に 次 々 と 病斑が形成 さ れ， 葉柄
は折損す る な ど し て し だ い に株の生長が止 ま り ， 衰弱 し
て枯死す る (松尾， 1992 ; 松尾 ・ 太 田 ， 1992) 。

2 発生時期

長崎県では， イ チ ゴの子苗は一般 に 親株か ら 発生 し た
ラ ン ナ ー を直接鉢 ( ピニ ル ポ ッ ト ) 受 け す る 方式で採苗

さ れ る が， 本病の初発生 は 5 月 中旬 こ ろ 親株の葉柄や ラ
ン ナ ー に認 め ら れ， し だ い に子苗に も 発生す る よ う に な
る 。 初発生が従来の 炭 そ 病 に比べ 1�2 週間 ほ ど早い。 そ

の後， 本病 は気温の上昇 と 入梅 と と も に ま ん延 し て病状
も 激化 す る 。 こ の ま ん延 や 伸 展 は 8 月 中 旬 こ ろ ま で続
き ， 8 月 下旬以降気温が低下 し 始 め る と 緩慢 に な る 。

ま た ， そ の後本固 に 定植 さ れハ ウ ス ビ ニ ル で被覆 さ れ
て以降は， 病徴の伸展や新た な株への ま ん延 は認 め ら れ
な い (松尾， 1992) 。

3 被害

従来の炭 そ 病 は イ チ ゴ の ク ラ ウ ン部 を侵 し ， 急性的 な
萎 ち ょ う 枯死 を 引 き 起 こ す た め ， 大量の苗不足や本圃で
の欠株を招 き 大 き な 問題 と な る 。

一方， 本病 は前述の よ う に ク ラ ウ ン部 は ほ ぼ健全で，

急激 な 萎 ち ょ う 症状 は苗床で も 本闘 で も 認め ら れ な い。
し か し， 初発生の時期が 5 月 中旬 と 早 く ， ラ ン ナ ー の発
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生や伸長が最 も 盛ん な時期か ら 発病す る た め， 病斑が ラ
ン ナ ー を 取 り 巻 く よ う に 拡大 す る と そ の 先 は 黒変枯死

し， ポ ッ ト に 受 付 た 子苗が発根 ・ 活着 し て い な い場合，

そ の苗 は 萎 ち ょ う 枯死す る 。 ま た ， 活着 し た 子苗で も 新

葉 に次々 と 病斑が形成 さ れ， 葉柄は折損す る な ど し て し
だ い に 株 の 生長 が止 ま り ， 衰弱 し て 枯死す る 。 そ の た
め ， 苗不足 を き た し た り ， 生産性の低 い貧弱 な苗 し か確
保で き な く な る 。

ま た ， 本病 は， 本圃では発病や被害の伸展 は認め ら れ

て い な い 。 し か し 最近， 欧米や オ ー ス ト ラ リ ア な ど で
は， 葉や葉柄， ラ ン ナ ー な ど の被害だ り で な く ， 収穫期
の果実腐敗が最 も 大 き な 問題 と な っ て い る (WILSON et 

al . ，  1990 ; WASHINGTON et al. ，  1992) 。 こ れ は， 後述す る よ

う に本菌の伝搬方法や生育適温な ど と 強 く 関係す る と 恩
わ れ， 欧米では収穫期 も 露地栽培であ る の に対 し ， 本県
の促成栽培では 開花， 着果期以降 は ビ ニ ルハ ウ ス 内 に あ
っ て 雨 に 当 た ら ず， し か も 低温で本菌の生育 に は適 し て
い な い。 そ の た め ， 現在の栽培方法では 果実腐敗は生 じ
て い な い と 思わ れ る (松尾， 1992) 。

E 病原菌の性状

1 形態
各病斑部か ら 分生胞子が容易 に検出 さ れ る 。 こ れ ら は

無色， 単胞， 紡錘形で あ り ， 中 に は舟型 も あ る 。 大 き さ
は ， 従 来 の 炭 そ 病菌 に 比 べ て や や 小 さ く ( 築 尾 ら ，
1992 ; 石川 ら ， 1992 ; 松尾 ・ 太 田 ， 1992) ， 松尾 ・ 太 田
(1992) の 測 定 で は ， 長 さ が平均 12 . 5 ，urn (8 . 5�16 . 9  
，urn )  ， 幅が平均 4 . 4 μm (2 . 7�5 . 8 ，urn) であ っ た 。

ま た ， 付着器 は褐色， こ ん棒状であ る (築尾， 1992 ; 
石川 ら ， 1992) 。

2 培餐性状

本菌の PSA 及び PDA 培地上の菌叢 は， 桃色~暗赤色
を 呈 し ， 後に 中央部分が灰色 に な る 。 ま た ， 培地上に鮭
肉色の分生胞子の粘塊 を よ く 形成す る が， 剛毛， 菌核及
び子の う 殻の形成 は認め ら れな い。

培地上 に お け る 菌糸の生育 は ， 従来の炭 そ 病菌 に比べ

て遅 く ， 10�32'Cの範囲 で生育す る が， 最適生育温度 も
25�26'C と や や低い (築尾， 1992 ; 石川 ら ， 1992) 。

な お ， 長崎県 での発病株か ら は， 分生胞子の形態 は基
準菌 と ほ ぼ同 じ であ る が， PSA 培地上で赤色色素 を生産
せ ず， 菌糸の生育最適温度や生育速度及 び病原性な どが
やや異 な る 菌が多 く 分離 さ れて い る (築尾 ら ， 1992) 。 こ
の色素生産菌 と 色素非生産菌の異同 に つ い て は， 今後，
分類学的に詳細 な検討が必要 と 思わ れ る 。

3 発病条件

本菌の分生胞子 は広範囲 の温度 (12�28'C) で 90%以
上 の 発芽 を し ， こ の 際外部 か ら の 栄養物 は 必要 と し な
い。 発芽最適温度 は 24'C付近 に あ り ， 従来の炭 そ病菌の

最適温度 28'C に 比べ て やや低い。
ま た ， 本病の 発病 に は お お む ね 20'C以上 の 温度 と 48

時間以上の加湿期聞が必要 で あ る が， 発病適温 は 25'C付
近であ る (築尾， 1992) 。

4 品種間差異

「 と よ の か」 と 「女峰J は擢病性が高 く ， r宝交早生」
はやや低い。 ま た ， r ア ポ ロ J， r セ コ イ ア J 及 び 「 ド ーパ

ーJ は本病 に 対 し て抵抗性であ り ， こ れ ら の 品種間差異
は従来 の 炭 そ 病 に 対す る も の と ほ ぼ同様で あ る 。 た だ
し， 葉枯れの病徴 は 「女峰J に比べて 「 と よ の かJ で よ
り 顕著 に な る 傾向 に あ る (築尾， 1992) 。

5 宿主範囲

表-1， 2 の と お り ， 本菌 は接種試験 に よ る と 野菜で は イ
チ ゴ以外 に ト マ ト ， 花 き 類で は ア ネ モ ネ ， ヒ ナ ゲ シ， デ
ル フ ィ ニ ウ ム ， リ ナ ン サ ス ， ル ピ ナ ス ， ス タ ー チ ス 及び

シ ク ラ メ ン に病原性があ り ， ト マ ト ， ア ネ モ ネ ， ヒ ナ ゲ
シ， リ ナ ン サ ス な ど で従来の 炭 そ 病菌 と 寄生性 に違い が
あ る 。 こ の こ と か ら ， こ れ ら の植物， 特 に ト マ ト は入手

や育苗の容易 さ か ら ， 両菌の判別植物 と し て適 当 で あ る
(築尾 ら ， 1993 ; 築尾， 1994 a) 。

6 伝搬方法及 び伝染環

本菌の伝染環 は， 従来の 炭 そ 病菌 と ほ ぼ同 じ であ り ，
潜在感染 し た親株の苗床への持 ち 込みゃ， 親株床や仮植
床の土壌中 に 残 っ た 発病茎葉 な ど の 残澄が第一次伝染源
と な る (築尾， 1994 b) 。 ア メ リ カ ・ カ リ フ ォ ルニ ア 州 で

は， 本菌 は 土壌中 に埋没 し た イ チ ゴ組織 と と も に 9 か 月
間 は 生存で き る (EASTBURN and GUBLER， 1990) 。

ま た ， 本病 は こ れ ら を第一次伝染源 と し て 高温多湿条

件下で発生 し ， 各病斑上 に 形成 さ れた分生胞子が雨滴 な

ど に よ っ て 飛散 し ， 新た な部位や新た な株へ第二次伝染

す る (築尾， 1994 b) 。
な お ， 最近， 本菌， C. acutatum は各種の植物か ら 分離

さ れて い る が， カ キ ， ア ジ サ イ ， ト ル コ ギ キ ョ ウ 及 びプ

ロ テ ア か ら の分離菌 は イ チ ゴ の小葉 に微小 な斑点 を 形成
す る だ け で， 葉枯症状 は示 さ な い。 ま た ， ソ ラ マ メ ， ク
リ ， ア ー テ ィ チ ョ ー ク ， ア ネ モ ネ か ら の分離菌 は イ チ ゴ

に は病原性が な い。 こ の こ と か ら ， C. acutatum は 多犯性

の菌 と し て 知 ら れ る (SIMMONDS， 1965) が， 寄生性 に 分化
がみ ら れ， 圃場周辺の他作物 に 発生す る C. acutatum は
本病 に 関与せ ず， 本菌 は イ チ ゴ での み生存 し て い る 可能
性が高 い (築尾 ら ， 1993) 。

皿 防除対策

1 耕種的 防除

本病の伝搬方法並び に 伝染環 は， 従来の 炭 そ 病 と ほ ぼ
同 じ であ る た め ， 耕種的防除の方法 も 基本的 に 同 じ で よ
い と 考 え ら れ る 。 す な わ ち ， ま ず第一次伝染源か ら の伝
搬遮 断 の た め ， 健全 な 親株床や仮植床 を 使用 す る こ と
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表 - 1 2 種 の イ チ ゴ炭 そ 病菌の 各種野菜 に対す る 病原性
(築尾， 1994 a を一部改変)

病 原 菌 の 種 類

植 物 名 Gromerella 
cingulata 

ア ブ ラ ナ科 キ ャ ベ ツ
コ ー ル ラ ビ ー
プ ロ ツ コ リ ー
ハ ク サ イ
コ マ ツ ナ
カ プ
キ ョ ウ ナ
タ イ サ イ
ダイ コ ン + ') 

ウ リ 手ヰ キ ュ ウ リ
ナ ス 手ヰ ナ ス

ト マ ト + .) 

セ リ 科 ニ ン ジ ン
パ セ リ + b) 

キ ク 科 レ タ ス
シ ソ 手斗 ロ ー ズ マ リ ー

ス イ ー ト ノ f ジ ル
ペパー ミ ン ト

ア カ ザ 科 テ ン サ イ + ，) 

ユ リ 科 ネ ギ
ア ス パ ラ ガ ス

叫 : 茎に紡銭形褐色斑点 b) . 縮葉 (一部) ， C} : 微小斑点

と ， 健全 な親株 を 用 い て 病原菌 を持 ち 込 ま な い こ と が肝

要であ る 。 次 い で， 第二次伝染防止 に は従来の 炭 そ 病で
も 明 ら か に さ れて い る (石川 ら ， 1989 ; OKAYAMA， 1993) 
よ う に ， 雨 よ け育苗 ( 図 1) (松尾 ・ 菅， 1993) や育苗時
の底面給水 (築尾， 1994 b) が き わ め て効果が高 い。 ま
た ， 親株や子苗への窒素質肥料の過剰施用 は発病 を助長
す る (松尾， 未発表) の で， 適正な施用 に 留意す る 。

さ ら に ， 本菌の土壌中 に お り る 擢病残澄での生存期間
は， 25'Cな ら び に 40'Cで湿潤 な ら び に 湛水条件下で数週
間 で あ り ， 低温や乾燥条件下 に 比 べ て 短 い (EASTHURN

and GUBLER， 1992) 。 そ の た め ， 物理的 な 防除方法 と し
て， 汚染圏場の湛水化や太陽熱利 用 に よ る 土壌消毒 は有

効 と 考 え ら れ， 今後の検討が必要で あ る 。
2 薬剤防除

親株床や仮植床 に お け る 土壌 中 の 擢病残澄か ら の伝徹
防止， す なわ ち ， 土壌消毒剤 と し て は ク ロ ル ピ ク リ ン く
ん蒸剤や ダ ゾ メ ツ ト 粉粒剤が薬害 も な く ， 高 い 防除効果
があ る (図 2) (松尾 ら ， 1994) 。 ま た ， ア メ リ カ で は臭
化メ チ ル ・ ク ロ ル ピ ク リ ン く ん蒸剤の効果 も 認め ら れて
い る (EASTBURN and GUBLER， 1990) 。

育苗期 の散布薬剤では， 圃場試験の結果， 表-3， 4 の よ
う に プ ロ ピ ネ プ水和剤， ぺ フ ラ ゾエ ー ト 水和剤及び ジ チ
ア ノ ン フ ロ ア プル剤 は 防除効果が き わ め て優れ る 。 次 い

表 - 2 2 種の イ チ ゴ炭 そ 病菌の各種花 き 類 に対す る 病原性
(築尾" 1994 a を一部改変)

病 原 菌 の 種 類

植 物 名 I Colletotηchum I Grom四ella
acutatum cingulata 

キ ン ポ ウ ゲ科 ア ネ モ ネ 1 + + 葉縁か ら の l :t 汚斑状斑点
葉枯

デルフ ィ ニ ウ ム 1 + 薬， 茎 に 褐 1 + 葉， 茎 に 褐色
色斑点 | 斑点

ゴマノハグ瑚 キ ン ギ ョ ソ ゥ ト l :t 葉 に 白色棚、
ア カ パ ナ 科 ツ キ ミ ソ ウ
ア ブ ラ ナ 科 ス ト ッ ク | 一 1 + 茎葉 に 褐色斑

占

ナ ス 科 ベ チ ュ ニ ア
イ ソ マ ツ 手斗 ス タ ー チ ス + 葉縁 に褐色 l :t 褐色斑点

斑点
ナ デ シ コ 手斗 ビジ ョ ナ デ シ コ | 一
ケ シ 科 ヒ ナ ゲ シ 1 + + 葉 に斑点 l :t 微小斑点

葉脈 も
マ メ 手ヰ ル ピ ナ ス + 葉枯 と 斑点 1 + 葉 に 斑点， 葉

柄 に 紡錘形の
斑点

ス ミ レ 科 パ ン ジ ー
ノ 、 ナ シ ノ プ科 リ ナ ン サ ス 1 + + 節が く ぴれl :t 汚斑状斑点

る ， 折れ る 1 (一部)
リ ン ド ウ 干ヰ ト ルコ ギキ ョ ウ 目 ー

マツムシ ソ ウ手ヰ ス カ ピオ ー サ
キ ク 手ヰ ア ス タ ー

ヒ マ ワ リ
サ ク ラ ソ ウ 干ヰ シ ク ラ メ ン 形錘紡に

占一
茎
斑

花
の

+
 

錘
病

紡
型

に
大

茎
の

花
形
斑

+
 

70 61.9 

発
病
度

o 0.4 0 1 E 

雨 よ け育苗
育 苗 方

図 ー Colletotrichum acutatum に よ る イ チ ゴ炭 そ 病 に
対す る 雨 よ け育苗の防除効果

で， マ ン ゼ プ水和剤， チ ウ ラ ム 水和剤j及び ジ チ ア ノ ン水
和剤が高 い効果 を 示 し， 薬害 も な く 実用性が高 い。 べ ノ
ミ ル水和剤 と 有機銅水和剤 は や や 防除効果が低 い が， 輪
番で使用 す る 薬剤 と し て の 実用性 は あ る と 思わ れ る 。 一
方， 従来の炭 そ 病 に 対 し て効果が高 い (石川 ら ， 1989) 
ビ テ ル タ ノ ー ル 水和剤 は ， 本病 に は 防除効果 が低 い の
で， 薬剤防除 に 当 た っ て は本病 と 従来 の炭 そ 病 と の診断
を 的確 に 行い， 薬剤 の選択 に 注意が必要 で あ る 。
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30 � 配21日調査 34 表 - 3 Colletotげdzum aculatum に よ る イ チ ゴ炭 そ病に対す る 育

発 7月 1 日調査
病

度

20 
10 

。 o . 0 

知品ピ ヲリンく ん若草剤j ゲ ア メヲ卜粉粒剤 無処理
薬 剤 名

図 ー 2 Collelot円chum acutatm>z に よ る イ チ ゴ炭そ病に

対す る 親株床の土壊消毒に よ る 防|徐効果

ま た， 育 苗期 における 薬剤防除では ， 初発期からの 散
布が大 事であるが， 本病は5 月 中旬 ご ろからラ ン ナ ー に

発生し 始める こ とが 多いので， これらをよく 観察して早
期発見 に 努める 。 さら に， 本菌は 棄な どの 若くて 柔らか
い組織から感染しやすいので， 薬剤の 散布間 隔は その時
期の イ チ ゴの 展葉間 隔 に合わ せて 行 う こ とが 肝要 と思わ
れる (松尾ら， 1 994) 。

お わ り に

以上のよ う に， 本病の発生生 態や防除 対策 についてか
な り 解明されてき た 。 しかし 今後， 生 態面では， 欧米同
様 我が 国で 近 年 C. acutatumが な ぜ 台 頭して き たの

か， その原因を 追究する 必要がある と思われる 。 ま た，
防除 面では， 有効な 登録農薬が 少ない こ とから， マ ンゼ
プ水和 剤や チ ウラ ム 水和 剤な どの 有効 薬剤の 登録促進を
図る と とも に， 新 た に有効な 薬剤や 農薬 によらない 病害

の 制御 技術 についても，さら に模索していく 必要がある 。
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